
学校番号 3009 

 

令和５年度 工業科（建築系） 

 

教科 
工業科 
(建築系) 

科目 建築実習 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 建築施工（実教出版）・建築構造（実教出版）・建築設計製図（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

建築実習は、単に機器、装置のオペレート技術や、職業的技能を身につけるだけではなく、安全

衛生（５Ｓや報連相など）、技術者としての倫理観、環境及びエネルギーへの配慮について総合的

に理解し、産業界を支える人材となることが目標です。 

実習の中では、建築製図や、建築設計、建築構造などの専門に関する座学や、理科・数学などの

教科で学んだことを活用し、学習の効果を高めるよう工夫しましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 建築の専門分野に関する技術を実際の作業を通して総合的に習得させ、技術革新に主体的に対応

できる能力と態度を育てる。 

 また、各種材料・各種工法・各種器具の通り扱い等の知識と技術を習得し、経済的指標をも身に

つける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

建築実習に関する課

題について関心をも

ち、その改善・向上を

めざして主体的に取

り組もうとするとと

もに、実践的な態度を

身につけている。 

建築実習に関する諸

課題の解決をめざし

て思考を深め、基礎

的・基本的な知識と技

術を基に、技術者とし

て適切に判断し、表現

する創造的な能力を

身につけている。 

 

建築実習に関する基

礎的・基本的な技術

を身につけ、環境に

配慮し、ものづくり

を合理的に計画し、

その技術を適切に活

用している。 

建築実習に関する基

礎的・基本的な知識

を身につけ、現代社

会における工業の意

義や役割を理解して

いる。 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・製作品 

・観察記録表 

・レポート 

・自己評価及び相互 

評価等 

 

 

 

・学習状況の観察 

・製作品 

・観察記録表 

・レポート 

・自己評価及び相互

評価等 

・学習状況の観察 

・製作品 

・観察記録表 

・レポート 

・自己評価及び相互

評価等 

・学習状況の観察 

・製作品 

・観察記録表 

・レポート 

・自己評価及び相互

評価等 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
１ 

  

施
工
実
習 

             

１．施工図・仕様書の理解

と作成 

２．施工図の作成 

３．軸組工法による小屋組

の製作・組立 

４．鉄筋コンクリート構造

の配筋 

５．作品の評価と成果表現 

６．安全作業、報連相の実 

 践 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

a:施工図の意味や、仕様書の意

味を正しく理解し、設計図と

の関連に関心を持ち、意欲的

に取り組んでいる。また、設

計変更において、的確に状況

を把握し、正確に早く施工図

を作成・変更することができ

る。 

b:複雑な施工図においても、自

ら検討し、その解決に向け、

あらゆる資料を駆使して解

決・作成する能力が身につい

ている。 

c:木材加工道具の、基礎的・基

本的な技術を身につけると

ともに、加工手順（工程）を

合理的に計画することがで

きている。 

d:木材加工機械に関する基礎

的・基本的な知識を身につ

け、現代社会における汎用 

加工作業の意義や役割を理

解している。 

学習状況の

観察 

製作品 

観察記録表 

レポート 

発表 

自己評価及

び相互評価

等 



パ
ー
ト
２ 

積
算
実
習 

 

１．工事費の算出 

２．積算の基本事項 

３．工事費の概要 

４．工事費の構成 

５．数量と単価の扱い方 

６．積算の方法 

７．主要構成材料の算出 

８．工事内訳書 

９．積算書類のまとめ方 

１０．積算技術と資格制度 

１１．積算業務のＩＴ化 

１２．ＬＣＣ（ライフサイ

クルコスト） 

１３．ＶＥ（バリュー・エ

ンジニアリング：価

値工学） 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:積算に関する基礎的な知識

と技術意義について関心を

もち，積算の分類と数量・歩

掛り・単価などの基本事項の

習得に向けて意欲的に取り

組んでいる。 

b:工事費の構成に関心をもち，

直接工事費・共通費の内容，

工事費のまとめ方を理解，実

際に活用しようとしている。 

c:直接工事費の数量積算に関

する演習問題を扱い積算業

務より，共通費の積算につい

て観察し，実際に活用し適切

な判断，表現できる能力、意

義や役割を理解し身につい

ている。 

d:建築積算士の建築積算資格

者制度利用を理解し、更に公

的機関で電子納品・電子入札

業務の効率化、制度の向上、

情報の共有、ＩＴ化の役割や

コストプランニングの活用

等を理解している。 

 

学習状況の

観察 

ワークシー

トの記述 

観察記録表 

レポート 

発表 

自己評価及

び相互評価

等 

パ
ー
ト
３ 

材
料
実
習 

 

１．骨材のふるい分け試験 

２．コンクリートの調合設 

  計 

３．コンクリートのスラン 

プ試験 

４．コンクリートの圧縮強 

さ試験 

５．コンクリートの非破壊 

試験 

６．鉄筋の引張り強さ試験 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

a:建築材料に関する課題につ

いて関心をもち、その改善・

向上をめざして主体的に取

り組もうとするとともに、実

践的な態度を身につけてい

る。 

b:建築材料に関する諸課題の

解決をめざして思考を深め、

基礎的・基本的な知識と技術

を基に、技術者として適切に

判断し、表現する創造的な能

力を身につけている。 

c:建築材料実験に関する基礎

的・基本的な技術を身につ

け、環境に配慮し、ものづく

りを合理的に計画し、その 

学習状況の

観察 

ワークシー

トの記述 

観察記録表 

レポート 

発表 

自己評価及

び相互評価

等 



  

 

 

 

 

 

 

    技術を適切に活用してい

る。 

d:建築材料に関する基礎的・基

本的な知識を身につけ、現代

社会における工業の意義や

役割を理解している。 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


